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2KASUMIGAURA

12月定例会提出議案

平成29年第４回定例会議案等議決結果一覧
平成29年第４回定例会が、11月28日から12月13日までの16日間の会期で開催されました。今定

例会では、報告案件２件、平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定など、議案23件、承認案件１
件を慎重審議し、議案１件の取下げのほか、いずれの議案も可決となりました。また、11月29日
から12月１日の３日間において一般質問（後頁P12～16）を行いました。

※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載　「除」は除斥（じょせき）による退席を表します。
　中根議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
※除斥とは、議会での審議を公正なものとするため、議題となった案件と一定の利害関係にある議員を、その審議のときに議場から退席さ
　せることです。
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議決結果

46 平成28年度かすみがうら市一般会計歳
入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

47 平成28年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

48
平成28年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

49 平成28年度かすみがうら市下水道事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

50
平成28年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

51 平成28年度かすみがうら市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

52 平成28年度かすみがうら市水道事業会
計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

59 かすみがうら市行政組織条例の一部を
改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

60 かすみがうら市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

61
かすみがうら市水族館の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

62 平成29年度かすみがうら市一般会計補
正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

63 平成29年度かすみがうら市国民健康保
険特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名
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（前ページからのつづき）

【承認案件】

５
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈平成２９年度かすみがうら市一
般会計補正予算（第４号）〉

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 承　　認

【報告案件】

11 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

12 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
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議決結果

64 平成29年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

65 平成29年度かすみがうら市介護保険特
別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

66 かすみがうら市活性化センター生産物
直売所の指定管理者の指定について 〇 ◆ ◆ 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 ◆ － 〇 ／ ◆ 〇 原案可決

67 かすみがうら市水族館の指定管理者の
指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

68 バス車両の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 取下げの
許可

69 市長の給料月額の特例に関する条例の
制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

70 副市長の給料月額の特例に関する条例
の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

71 教育委員会教育長の給料月額の特例に
関する条例の制定について 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 ◆ 〇 〇 原案可決

72 バス車両の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

73 かすみがうら市農業委員会委員の任命
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 － 除 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名

【委員会提出議案】

１ かすみがうら市議会委員会条例の一部を
改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決
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【歳出総額】１６６億５９９７万９８４１円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成28年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１７５億２０５２万９８２１円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月22日、26日、27日開催）

市税 
55 億 7367 万円

31.8%(2.4%)

地方交付税 
40 億 1937 万円 

22.9%(3.2%)
国庫支出金 

23 億 2028 万円
 13.2%(-9.2%)

市債 
18 億 5280 万円 
10.6%(-35.0%)

県支出金
 10 億 9796 万円

6.3%(-0.1%)

その他 
20 億 3934 万円 
11.6%(-16.7%)繰越金 

6 億 1708 万円 
3.5%(-41.6%)

民生費
 57 億 2826 万円

34.4%(-0.6%)

総務費 
22 億 1779 万円
13.3%(-9.5%)

公債費 
20 億 1582 万円
12.1%(10.4%)

消防費
 8 億 3333 万円
5.0%(-13.3%)

教育費 
20 億 360 万円
12.0%(-36.5%)

土木費 
18 億 6695 万円
11.2%(-8.6%)

衛生費 
9 億 4624 万円
5.7%(-28.0%)

その他
 10 億 4796 万円

6.3%(-14.2%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
ＤＭＯ推進委託事業の歳出6177万6000円の内容は。

かすみがうら市交流センターを拠点としたサイクリン
グ事業を核とする事業の事前準備として、レストラン
事業を展開するための費用や、サイクリングプログラ
ムの構築などをかすみがうら未来づくりカンパニーに
委託したものです。

消費者支援事業の相談はどのようなものが多いのか。

インターネット関係のトラブル、商品購入のトラブル、
いわゆる「ワンクリック詐欺」の相談が多いと感じて
おります。

雪入ふれあいの里公園や水族館の利用人数が伸びた
要因は何か。
雪入ふれあいの里公園と水族館は指定管理者制度を
導入し、自主企画事業をそれぞれ行い、そのあたり
が功を奏して利用人数が増えたものと思われます。
雪入ふれあいの里公園では山桜ウォークが人気があ
り、水族館では世界の昆虫展を行うなど、そういっ
たものも一つの要因になっていると思われます。

新たに自主防災組織の設置を促す啓発活動などの
取り組みはあるのか。
平成29年度は佐賀地区におきましてハザードマッ
プ作製の研修会を行っております。翌年度以降も
ほかの地区において研修を行い、防災の意識を高
めていきたいと考えております。

歳入の国庫支出金が平成27年度に比べ少なくなっ
た原因は。
大規模事業の学校に関するものが前年度は大きかっ
たと認識しております。学校だけが原因ではありま
せんが、全体の事業規模が前年度に比べ少なくなっ
たと認識しております。

▲レンタルサイクル
　（かすみがうら市交流センター）

▲雪入ふれあいの里公園
　ネイチャーセンター

▲市防災訓練（消火訓練）
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※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成28年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１１２億８３５５万７８７３円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１１１億８６１６万５２５３円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計の決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 57億8740万円(-2.9%) 57億8514万円（-0.3%）

後期高齢者医療特別会計 7億    75万円（ 6.3%） 6億9783万円（ 6.3%）

下水道事業特別会計 10億9465万円（ 0.1%） 10億7122万円（-0.7%）

農業集落排水事業特別会計 4億4328万円（ 4.3%） 4億3486万円（ 4.2%）

介護保険特別会計 32億5747万円（ 1.3%) 31億9711万円（ 2.5%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 9億9613万円(-2.5%) 9億4257万円(-0.4%)

水道事業会計資本的収支 1億4110万円( 0.5%) 4億8249万円( 9.3%)
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
下水道管の長寿命化計画策定とあるが、計画の他に下水道
の突発的な修繕対応が必要になった場合はどうするのか。
下水道施設の維持管理についてはメンテナンス業者に依頼
しており、修繕が必要な場所は随時報告をしてもらい対応
をしております。

下水道加入促進対策はどのようなことを行ったか。

平成28年度は戸別訪問、またイベント等におけるアン
ケート調査や啓発活動を行い全体的にどの地区も加入率
は向上しております。今後も公共下水道、農業集落排水
の加入促進のための戸別訪問を行う予定でおります。

水道事業の収益的収支は黒字だが、実際には市の一
般会計からの繰り入れ金が必要か。
将来的には人口減などが想定され、また施設の老朽
化に対する改修計画もあり、一般会計からの繰入金
が必要と思われます。

国民健康保険でジェネリック医薬品を使う人が急激
に増えた要因は何か。
保険証送付の際にジェネリック医薬品希望シールを
併せて送付したことによって利用が伸びていると思
われます。

国民健康保険の人間ドックに対する補助で、検査項目
の見直しなどはあるのか。
平成29年度から新たに心臓ドックに対する助成をする
ことになりました。

▲かすみがうら市水道事務所

▲ジェネリック医薬品希望シール
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平成29年　第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（12月5日開催）

議案審査特別委員会は15名の委員で構成。

議案審査特別委員会議案質疑

国民健康保険税は、年度をまたいで次の年まで所得を勘案して賦課することがで
きないため難しいと考えます。

議案第62号
平成29年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号）

健康づくり推進事業の予算計上（110万円）の内
容は。

「がんについて考えよう」をメインテーマとする健
康まつりを開催し、講演会や30の体験型イベント
を行うものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に5706万6000円を追加をし、総額を172億8287万8000円と
するものです。主なものとして、放課後児童健全育成事業における、下稲吉小学校の
放課後児童クラブに要する室内の修繕費や、健康づくり推進事業における、がん検診
の受診率向上を図るための予算の計上です。

下稲吉小学校北校舎の児童クラブの修繕費用（186万
9000円）の内容は。
下稲吉小学校の児童数の増や学級数の増に伴い、平成
30年度から現在児童クラブ室として使用している１階
教室が普通教室となるため、２階部分の教室を児童ク
ラブ室として改修するものです。

議案第60号
かすみがうら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について

【議案の概要】
　国民健康保険税の賦課を暫定賦課（年度当初）と本算定賦課（総所得が確定した後）
の年度２回の賦課を行ってきたものを暫定賦課と本算定賦課の期割の金額差を是正し、
賦課内容をわかりやすくすることを目的に、暫定賦課を廃止して納期を改めるもので
す。

▲下稲吉小学校北校舎

▲健康まつり（大腸がん検診・ピロリ菌検査）

毎月の賦課とすることはできないのか。



9 KASUMIGAURA

議案第66号
かすみがうら市活性化センター生産物直売所の指定管理者の指定
について

指定管理者の指定の選定はどのように行ったのか。

指定管理者の公募による募集を行い、応募した業者が、
それぞれ指定管理者選定委員会でプレゼンテーション
を行った結果、委員会で選ばれたものになります。

議案第67号
かすみがうら市水族館の指定管理者の指定について

土地改良整備支援事業の予算計上（231万9000円）
の内容は。
霞ヶ浦土地改良区の揚水機場の解体工事、出島東
部土地改良区の安食地内の排水機場に設置の除塵
機を電動化する工事と、西成井地内の排水路の整
備工事に対して補助を行うものです。

【議案の概要】
　平成30年３月31日をもって、かすみがうら市水族館の指
定管理の期間が満了となることから、新たに指定管理者の
指定をするものです。

▲かすみがうら市水族館

▲排水機場（安食地内）

公募によらない指定管理者の指定とした理由は。

かすみがうら市公の施設の指定管理者の指定の手続
等に関する条例の第５条（公募によらない指定管理
者の候補者の選定）に該当する選定を行うためです。

【議案の概要】
　平成30年３月31日をもって、かすみがうら市活性化セ
ンター生産物直売所の指定管理の期間が満了となること
から、新たに指定管理者の指定をするものです。

▲かすみがうら市活性化センター
　生産物直売所

本会議で行われた主な討論
賛　　成 反　　対

・地元の農林水産事業者により設立さ
れた組織であり、経営状態も健全で、
これまでも市の地域活性化に寄与し
てきたため賛成。

・水族館と同様に公募による選定を行う
べきと考えるため反対。
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委　員　会　活　動

●
桟
橋
整
備
に
つ
い
て

●
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
設
計
委
託
に
つ
い
て

　
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
敷

地
斜
面
が
解
除
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
を
今
後
の
利
用
形
態
等
を
考
慮
し
改
修
す

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

●
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
い
わ
き
市
民

の
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　
　
福
島
県
の
原
子
力
災
害
時
に
か
す
み

　
が
う
ら
市
が
避
難
受
け
入
れ
先
と
な
る

　
協
定
案
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

　
ま
し
た
。

●
公
共
施
設
用
地
の
借
地
解
消
に
向
け
た

取
扱
い
方
針
に
つ
い
て

　
　
今
後
の
公
共
施
設
の
適
正
配
置
等

の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
、
借
地
解
消

に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

●
新
し
い
行
財
政
改
革
大
綱(

案)

に

　
つ
い
て

　
　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の
計
画
期
間

　
終
了
に
伴
う
新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱

　
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲土砂災害特別警戒区域指定解除となった農村環境改善セ
ンター斜面

▲図柄入り土浦ナンバー提案決定デザイン

総
務
委
員
会

●
組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
桟
橋
整
備
に
つ
い
て

●
図
柄
入
り
土
浦
ナ
ン
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
の

　
国
へ
の
提
案
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

11
月
10
日
開
催
の
調
査
内
容

11
月
10
日
開
催
の
調
査
内
容
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現
地
調
査

市
内
児
童
館
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
児
童
に
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
所
を

　
与
え
健
全
な
育
成
を
行
っ
て
い
る
児
童
館

　
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に

　
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

●
現
地
調
査
に
つ
い
て

●
民
間
保
育
所
及
び
民
間
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

の
改
築
に
伴
う
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
さ
く
ら
保
育
所
の
閉
所
式
典
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
方

針
（
案
）
に
つ
い
て

文
教
厚
生
委
員
会

●
国
保
広
域
化
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
健
康
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲説明を受ける委員（千代田庁舎委員会室）

▲霞ヶ浦北小児童クラブの現地調査

11
月
15
日
開
催
の
調
査
内
容

12
月
2６
日
開
催
の
調
査
内
容

▲新治児童館前にて
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坪
井
市
長
の
市
民
に
対
す
る
公
約
と
就
任
以
降
約
３
年
間
の

実
績
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
に
対
す
る
自
己
評
価
及
び
現
在
の
課
題

に
対
す
る
具
体
策
並
び
に
今
後
に
向
け
た
坪
井
市
長
の
市
政
方

針
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

一  般  質  問

矢口　龍人 議員

　
不
祥
事
の
発
生
と
職
場
環
境
、
職
員
一
人
一
人
の
仕
事
満
足
度
と
は
無

関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
て
て

い
る
組
織
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
組
織
は
、
不
祥
事
が
発
生
す
る
可
能

性
は
と
て
も
低
い
と
思
い
ま
す
。
職
員
を
囲
む
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
総
務
部
長　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
職
員
一
人
一
人
に
周
知
を

い
た
し
ま
す
ほ
か
、
専
門
の
委
託
業
者
に
よ
り
ま
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
や
電

話
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
対
面
で
の
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
実
施
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
千
代
田
中
学
校
区
に
９
年
制
の
最
先
端
教
育
が
な
さ
れ
る
新
し
い
学
校

を
開
校
さ
せ
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
の
地
域
を
新
た
な
る
文
教
地
区
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

新
し
い
学
校
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　
千
代
田
中
学
校
区
と
し
て
学
校
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
１
つ
の
案
と
し
て
で
す
が
、
小
規
模
特
認
校
の
制
度
を
利
用
し
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る
な
ど
、
学
校
の
特
色
を
つ
く
り

上
げ
て
、
他
の
学
校
区
か
ら
も
多
く
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　　謙 議員

　
市
長
就
任
前
に
掲
げ
て
い
た
公
約
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
実
行
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
主
な
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
公
約
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
進
捗
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
斎
場
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
新
石
岡
地
方
斎
場
の

式
場
の
使
用
料
格
差
解
消
を
求
め
る
請
願
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受

け
止
め
、
公
約
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
こ
の

課
題
に
対
し
て
公
平
性
の
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
、
新
石
岡
地
方
斎
場
も
供
用
開
始
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
、
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
多
方
面
か
ら
意
見
を
取
り
入
れ
、検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
先
日
の
下
稲
吉
中
学
校
区
の
市
民
懇
談
会
の
中
で
、
市
民
の
方
か
ら
公

民
館
、
図
書
館
な
ど
の
入
る
複
合
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
総
務
部
長　
現
在
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
第
Ⅰ
期
の
10
年
の

期
間
内
に
あ
た
り
、
既
存
の
施
設
の
複
合
化
等
に
よ
り
総
量
縮
減
を
図
っ
て

い
く
段
階
で
す
。
こ
の
第
Ⅰ
期
終
了
後
、
今
度
は
集
約
し
て
の
新
設
等
の
検

討
も
入
っ
て
く
る
考
え
で
す
の
で
、
現
在
は
図
書
館
等
の
新
設
の
計
画
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
に
は
検
討
に
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲石岡地方斎場

職
員
の
仕
事
満
足
度
が
不
祥
事
発
生
に  

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

市
長
就
任
前
に
掲
げ
た
公
約
に
つ
い
て
伺
う

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改
善
に
取
り
組

み
ま
す

公
約
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
進
捗
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

職
員
の
仕
事
満
足
度
向
上
に
よ
る
不
祥
事
防
止
と
市
民
に
喜
ば

れ
る
市
役
所
の
実
現
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
と
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
、
移
動
困
難
者
に
対
す
る
交
通
手
段

の
確
保
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３
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新
た
な
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

茨
城
県
よ
り
指
定
を
さ
れ
た
恋
瀬
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
つ

い
て

千
代
田
石
岡
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
お
け
る
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２

３

３

　
ご
み
問
題
の
解
決
の
道
は
、
住
民
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ご
み
の
発
生
を

い
か
に
減
ら
す
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ご
み
処
理
施
設
に
多
額
の
お
金

を
か
け
る
と
い
う
無
駄
遣
い
は
や
め
る
べ
き
だ
。
一
体
、
新
広
域
ご
み
処
理

施
設
建
設
費
用
は
全
部
で
幾
ら
か
か
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　

　
環
境
経
済
部
長　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
落

札
金
額
２
９
１
億
6
千
万
円
で
、
う
ち
設
計
建
設
分
１
６
５
億
2
千
4
百
万

円
、
20
年
の
運
営
分
１
２
６
億
3
千
6
百
万
円
と
す
る
契
約
案
件
が
議
決
さ

れ
、
日
立
造
船
㈱
と
本
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
第
２
期
工
事
等

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
費
用
負
担
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
構
成
市
町
間
で
共
通
認
識

を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
が
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
に
か

わ
っ
て
都
道
府
県
が
加
わ
り
、
都
道
府
県
が
財
政
負
担
の
責
任
を
負
う
よ
う

に
な
る
。
来
年
度
、
当
市
の
国
保
税
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
市
民
部
長　
こ
れ
ま
で
３
回
ほ
ど
事
業
費
納
付
金
に
係
る
必
要
保
険
料

等
の
総
額
の
試
算
が
さ
れ
、
当
市
に
お
い
て
は
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
な
る
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、試
算
結
果
も
一
定
で
は
な
く
、

決
定
も
遅
れ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、
基
金
が
約

３
億
円
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
据
え
置
き
で
課
税
を
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

櫻井　繁行 議員

　
千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
、昭
和
57
年
度
に
開
設
以
来
、

何
度
か
開
発
の
機
運
が
高
ま
っ
た
も
の
の
現
在
土
地
の
有
効
利
用
は
進
ん
で

お
り
ま
せ
ん
。
千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入

れ
た
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
　
千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
中
心
と
し
た
、
産
業
用
地
の
新

規
造
成
や
既
存
工
業
団
地
の
拡
張
に
向
け
、
具
体
的
な
開
発
手
法
や
企
業
の

進
出
可
能
性
な
ど
に
お
け
る
調
査
に
着
手
を
し
、
そ
の
調
査
結
果
に
お
い
て

企
業
立
地
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
今
後
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
茨
城
県
よ
り
恋
瀬
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
を
受
け
て
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
総
務
部
長
　
今
回
公
表
さ
れ
た
恋
瀬
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
住
民
目
線
で
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
来
年
度
以
降

作
成
し
、
市
内
全
戸
に
配
布
を
し
て
、
広
報
・
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
等
で
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
地
区
に
つ
い

て
は
説
明
会
を
行
う
な
ど
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲恋瀬川水位観測所（府中橋）

新
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
費
用
は
全
部
で

幾
ら
か
か
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
、
伺
う

千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う

今
後
、
第
２
期
工
事
等
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
費
用
負
担
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

具
体
的
な
開
発
手
法
や
企
業
進
出
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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止
ま
ぬ
飲
酒
運
転
ー
悪
質
化
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と
市

長(

特
別
職)

政
治
倫
理
条
例
継
続
審
議
忌
避
の
責
任
を
問
う
。

小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
の
欠
落
点
と
中
学
校
区
単
位
の
社
会

教
育
及
び
福
祉
、
防
災
行
政
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
二
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
の
要
望
書
と
宍
倉
玉
里
線
及

び
地
権
者
協
議
の
顛
末
神
立
西
成
井
線
の
整
備
に
つ
い
て

市
の
行
事
・
祭
り
編
纂
及
び
歩
崎
観
音
様
縁
日
と
水
上
安
全
安

産
祈
願
と
あ
ゆ
み
祭
り
同
時
開
催
の
歴
史
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

ＱＱ ＡＡ 　
民
間
活
力
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の
活
用
に
よ
る
本
市
行
財
政
改
革
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
本
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
人
員
削
減
傾
向
も
あ

る
中
、
具
体
的
な
事
例
、
事
業
類
型
、
方
式
を
も
っ
て
、
民
間
活
力
導
入
の

可
能
性
を
ど
う
判
断
す
る
か
伺
う
。

　

総
務
部
長　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
官
民

連
携
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
す
る
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

官
民
連
携
は
、
企
業
と
の
連
携
ば
か
り
で
は
な
く
、
施
設
の
管
理
運
営
を
住

民
グ
ル
ー
プ
に
お
願
い
し
て
い
る
市
民
協
働
的
な
事
例
も
あ
り
、
施
設
の
性

格
や
規
模
な
ど
に
応
じ
で
、
民
間
活
力
の
導
入
の
可
能
性
を
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
の
納
期
を
12
期
と
す
る
市
町
村
の
事
例
が
あ
り
、
１
期
あ
た
り

の
納
付
額
が
低
く
な
る
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
配
慮
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
民
部
長　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
を
12
期
と
す
る
市
町
村
は
茨
城

県
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
全
国
に
は
20
市
程
度
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
し
、
納

期
を
12
期
に
し
た
こ
と
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
の

状
況
や
条
件
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
12
期
の
納
期
と
収
納
率

の
直
接
的
な
関
係
は
解
明
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

古橋　智樹 議員

　
止
ま
ぬ
飲
酒
運
転
ー
悪
質
化
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と
市
長(

特

別
職)
政
治
倫
理
条
例
継
続
審
議
忌
避
の
責
任
を
問
う
。

特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
特
別
職
の
討
議
経
過
会
議

録
提
出
を
次
回
ま
で
に
求
め
る
。

　
市
長　
協
議
し
た
経
緯
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
議
録
は
特
別
作
成
し
て

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
三
役
（
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
）
の
協
議
打
ち
合
わ
せ

の
議
事
録
を
求
め
る
と
い
う
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
議
事

録
の
作
成
は
必
要
な
い
と
私
ど
も
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
の
百
里
基
地
連
絡
道
路
、南
の
千
葉
茨
城
道
路
・
美
浦
栄
線
等
、霞
ヶ

浦
に
面
す
る
道
路
が
出
来
て
来
て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
二
橋
の
市
内
路
線
道
路

の
調
査
を
、
か
す
み
が
う
ら
市
が
積
極
的
に
期
成
同
盟
の
中
で
発
言
、
要
望

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　
霞
ヶ
浦
二
橋
建
設
は
大
井
川
知
事
の
選
挙
公
約
と
の
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
て
、
幹
事
市
と
し
ま
し
て
、
知
事
へ
の
要
望
活
動
に
も
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
知
事
と
の
面
会
が
早
期
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
市
議
会
の
皆
様
に
も
後
押
し
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
霞
ヶ
浦
二
橋
路
線
調
査
も
、
事
業
を
本
格
化
す
る
前
提
と
し
て

必
須
と
な
り
ま
す
、
土
木
部
長
要
望
の
席
で
、
調
査
事
業
の
計
画
を
具
現
化

さ
れ
ま
す
よ
う
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
討
議
経
過
会
議
録
提
出
を
求
め
る

本
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

民
間
活
力
導
入
の
可
能
性
を
伺
う

議
事
録
の
作
成
は
必
要
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す

官
民
連
携
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
す
る

方
針
と
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

民
間
活
力（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）導
入
に
よ
る
当
市
行
財
政
改
革
の
可
能
性

国
民
健
康
保
険
税
納
期
12
期
の
先
進
事
例
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
可
能
性

質　
問　
事　
項

１２
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「
逆
西
排
水
区
の
公
共
下
水
道
雨
水
計
画
見
直
し
」
の
具
体
的
な

実
施
計
画
に
つ
い
て

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
を
手
始
め
と
し
た
整
備
と
拡
充
お
よ
び
、
市

全
体
の
公
園
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
」
の
狙
い
と
市
民

が
享
受
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
本
市
に
４
カ
所
あ
る
都
市
公
園
の
う
ち
、
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
は
市
街

地
の
中
心
的
な
場
所
に
位
置
す
る
公
園
で
す
が
、
園
内
に
は
幼
児
用
遊
具
の

み
が
設
置
さ
れ
、
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
設
備
等
は
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
配
置
が
適
切
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園

の
価
値
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
土
木
部
長　
都
市
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
多
様
な
考
え
が
あ
り
、

容
易
な
避
難
導
線
や
面
積
の
確
保
を
優
先
す
る
考
え
、
遊
具
事
故
に
よ
る
懸

念
か
ら
全
国
的
に
撤
去
な
ど
の
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所

で
あ
る
前
に
、
市
民
の
た
め
の
都
市
公
園
で
あ
り
ま
す
。
同
規
模
の
公
園
と

比
較
し
て
遊
具
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
が
機
能
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
逆
西
排
水
区
の
雨
水
排
水
対
策
事
業
に
お
い
て
、
稲
吉
４
丁
目
周
辺
の

道
路
に
は
排
水
の
た
め
の
側
溝
が
な
く
早
急
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
整
備
を
進
め
る
か
伺
う
。

　

土
木
部
長　
ご
指
摘
の
稲
吉
４
丁
目
周
辺
は
排
水
施
設
が
未
整
備
と

な
っ
て
お
り
、
道
路
表
面
以
外
に
流
下
す
る
場
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
優
先

度
も
高
く
、
新
年
度
整
備
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

川村　成二 議員

　
千
代
田
中
学
校
地
区
小
学
校
統
合
は
、
小
中
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
民
の
合
意
形
成
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
千
代
田
中
学
校
区
小
学
校
統
合
に
お
け
る
市
民
の
合
意
形

成
に
つ
き
ま
し
て
、
千
代
田
中
学
校
地
区
で
地
区
懇
談
会
を
行
い
、
志
筑
地

区
を
除
い
た
３
小
学
校
地
区
で
は
、
千
代
田
中
学
校
区
の
敷
地
に
義
務
教
育

学
校
で
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。
志
筑
地
区
の

方
々
に
も
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
、
千
代
田
中
学
校
区
へ
小
中
一
貫
校
を
設
置
す
る
上
で
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
停
留
所
の
設
置
場
所
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
平
成
31
年
度
か
ら
予
定
を
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
者
の
地
区
代
表
で
構
成
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
調
整
委
員
会
で
協
議
を
し
、

停
留
所
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
霞
ヶ
浦
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
基
準

で
定
め
て
お
り
、
坂
道
に
は
基
本
的
に
設
置
し
な
い
。
交
差
点
、
横
断
歩
道

の
直
近
に
は
設
置
し
な
い
等
を
基
本
と
し
て
安
全
に
配
慮
す
る
こ
と
を
第
一

と
し
て
お
り
ま
す
。
千
代
田
中
学
校
区
に
お
い
て
も
同
様
の
考
え
方
で
停
留

所
の
設
置
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子 議員

ＱＱ ＡＡ

▲千代田中学校

▲稲吉ふれあい公園

千
代
田
中
学
校
地
区
小
学
校
統
合
の
市
民

の
合
意
形
成
に
つ
い
て
伺
う

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
の
価
値
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う

き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
納
得
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

市
民
が
機
能
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

本
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

千
代
田
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備
計
画
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
内
の
全
小
中
学
校
の
通
学
路
安
全
安
心
調
査

の
実
施
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３
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本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
、
行
方
市
エ

リ
ア
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
市
民
を
つ
な
ぎ
情
報
発
信
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
政
の
改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
行
政
機
構
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

レ
ン
コ
ン
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
市
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
５
１
９
万
６
千
円
の
自
主
財
源
で
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
鳥
獣
被
災
農
業
者
や
住
民
、
そ
し
て
猟
友
会
や
職
員
等

関
係
者
の
連
携
と
国
の
交
付
金
を
活
か
し
た
予
算
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長　
イ
ノ
シ
シ
は
、
平
成
28
年
度
１
８
６
頭
と
一
定
の
捕
獲
実
績
を

挙
げ
ま
し
た
が
、
農
作
物
の
被
害
の
ほ
か
自
動
車
等
の
衝
突
事
故
な
ど
の
二

次
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
み
で
鳥
獣
対

策
を
実
行
す
る
に
は
限
り
が
あ
り
、
今
後
は
捕
獲
防
除
の
総
合
的
な
取
り
組

み
、
地
域
で
抱
え
る
各
種
鳥
獣
被
害
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
れ
ん
こ
ん
に
被
害
を
及
ぼ
す
外
来
種
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
）
の
空
中
散
布
防
除
に
対
す
る
国
県
の
補
助
に
つ
い
て
調
査
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
芳
し
く
な
い
場
合
、
市
と
し
て
補
助
事
業
の
設
計
を
研
究
願

い
た
い
が
い
か
が
か
。

　
環
境
経
済
部
長　
平
成
28
年
度
か
ら
水
稲
カ
メ
ム
シ
の
空
中
散
布
を
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
、
一
ノ
瀬
上
流
土
地
改
良
区
が
実
施
し
、
経
費
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
２
４
５
０
円
と
い
う
こ
と
で
す
。関
係
者
の
同
意
は
必
要
で
す
が
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
空
中
散
布
は
実
施
可
能
で
あ
り
、
国
県
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
県
等
に
照
会
し
調
査
を
い
た
し
ま
す
。
市
と
し
て
の
事
業
創
設
と
制

度
設
計
に
つ
い
て
は
現
状
を
鑑
み
、
今
後
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

▲市議会ホームページ
　QRコード

本
市
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
伺
う

各
種
鳥
獣
被
害
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
体
制
づ
く
り
の
構
築
を
考
え
ま
す

▲市議会ホームページ「録画放映」

本会議の録画放映をインターネットで
配信しています！

【かすみがうら市議会ホームページ】

　市議会ホームページでは、
本会議の録画映像を配信し
ています。スマートフォン
やタブレットにも対応して
いるので、いつでも、どこ
でも、議会映像を見ること
ができます。

かすみがうら市議会

http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/

▲霞ヶ浦地区に出没したイノシシ

ＱＡ
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茨城県市議会議長会
平成29年度第１回
議員研修会

茨城県市議会議長会
平成29年度第２回
議員研修会

かすみがうら市総合防災訓練に参加しました！

かすみがうら市議会
議員全体研修（講演会）
【日　　時】平成30年１月29日（月）
【会　　場】市役所防災センター２階　研修室
【講　　師】馬渡　剛　氏
　　　　　 （茨城大学　人文社会科学部
　　　　　　　　　　　　　　　現代社会学科　教授）
【演　　題】「地方創生の時代と地方議会改革」

▲研修の様子

【日　　時】平成29年11月６日（月）～７日（火）
【会　　場】土浦市
【講　　師】野村　稔　氏
　　　　　 （元全国都道府県議会議長会　議事調査部長）
【演　　題】「地方議会改革」
【参加議員】川村成二　設楽健夫　櫻井繁行

【日　　時】平成30年２月２日（金）
【会　　場】神栖市
【講　　師】黒崎　誠　氏
　　　　　 （帝京大学教授・元時事通信社解説員）
【演　　題】「現代の政治状況（国政）について」
【参加議員】矢口龍人　宮嶋謙　櫻井繁行

　平成29年11月19日（日）に
霞ヶ浦中学校で行われた市総
合防災訓練に議員も参加し、
防災に対する理解と防災意識
の高揚を図りました。

▲参加した議員

▲研修会場前にて

▲研修の様子

▲防災ヘリによる搬送訓練



人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し
て
、
公
共
施
設

な
ど
を
集
約
さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
う
政
策
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
無
節
操
に
集
約
さ
せ
た
の
で
は
、

地
域
の
良
さ
や
個
性
が
失
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
機
能
は
低
下
し
か
ね
ま
せ
ん
。

地
域
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
住
み
よ
さ
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
と
い
う
難
し
い
命
題
に
、
議
会
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
宮
嶋　
謙

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日（
木
）か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典

　本
来
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
、

総
合
的
、
統
一
的
に
把
握
す
る
に
は
、
そ
の

団
体
の
す
べ
て
の
収
入
支
出
を
一
個
の
会
計

で
処
理
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
公
共
団
体
は
、
各
種
の
事
業
を
執
行
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
受
益
者
負
担

の
原
則
か
ら
、
一
般
の
租
税
か
ら
そ
の
経
費

を
支
弁
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
い

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
な
ど
に
つ
い

て
は
事
業
ご
と
に
採
算
を
判
断
す
る
な
ど
の

必
要
か
ら
、
そ
の
設
置
を
認
め
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　公
企
法
、
国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の
法
律

に
よ
っ
て
特
別
会
計
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
事
業
以
外
は
、
条
例
に
よ
っ
て
特

別
会
計
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　
　（参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）

特 別 会 計特 別 会 計とはとは？？

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（11月1日〜2月2日まで）
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７
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議
員
研
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会
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岡
地
方
斎
場
組
合
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察
研
修
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議
会
運
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委
員
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総
務
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業
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委
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会

　

15
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文
教
厚
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委
員
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日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
平
成
29
年
第
2
回
定
例
会

　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

28
日
～
12
月
13
日

　
　
　
　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

●
12
月
●

　

４
日　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

５
日　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　

文
教
厚
生
委
員
会

●
1
月
●

　

18
日
～
19
日　

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会 

　

19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

議
会
議
員
全
体
研
修

　

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
２
月
●

　

２
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
平
成
29
年
度
第
２
回

　
　
　
　
　

議
員
研
修
会

▲傍聴席は一般席が25席、車いす席が2席あります。


